
戌
年
の
今
年
は
１
月
初
め
か
ら
中

旬
に
か
け
、
雪
が
本
当
に
な
く
、
大

変
穏
や
か
な
、
過
し
や
す
い
冬
だ
な

と
思
っ
て
ま
し
た
が
、
１
月
20
日
過

ぎ
よ
り
大
寒
波
が
到
来
し
例
年
以
上

に
雪
が
降
り
、
気
温
も
マ
イ
ナ
ス
15

度
く
ら
い
に
や
は
り
幾
度
か
な
り
ま

し
た
。

そ
ん
な
今
年
の
冬
で
す
が
、
五
郎

沼
の
桜
の
枝
払
い
を
例
年
通
り
、
五

郎
沼
付
近
の
小
路
口
・
箱
清
水
地
区

合
同
で
行
い
ま
し
た
。
例
年
だ
と
氷

の
上
を
歩
き
ク
ル
ミ･

柳
の
木
を
伐
採

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
気
温

が
緩
み
氷
上
で
は
心

配
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

て
ん
ぐ
巣
病
罹
患
枝

（
り
か
ん
し
）
と
徒

長
枝
（
と
ち
ょ
う
し
）

の
除
去
を
中
心
に
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
今
年

も
五
郎
沼
の
桜
は
こ
の
春
も
す
ば
ら

し
い
花
を
咲
か
し
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
今
回
中
止
を
し
ま
し
た
雑

木
の
伐
採
こ
と
で
す
が
、
地
域
の
伐

採
の
プ
ロ
に
再
度
観
て
も
ら
っ
て
の

結
論
は
「
素
人
で
は
到
底
む
り
、
ケ

ガ
を
す
る
可
能
性
の
方
が
高
い
」
と

話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

後
、
こ
の
桜
以
外
の
雑
木
は
伐
採
プ

ロ
に
お
願
い
す
る
た
め
、
町
の
「
地

域
づ
く
り
活
動
補
助
金
」
へ
申
請
予

定
で
す
。
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この通信は、五郎沼の桜や周辺環境を守り
ながら、五郎沼の活用方法や今後のあり方
を地域の皆さんと考えるために発行します。
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五
郎
沼
の
桜
枝
払
い
を
し
ま
し
た

4月12日

このほど地元の方々の協力ににより、

インターネットで五郎沼を中心とした

歴史と活動を特化しての紹介し、後世

に伝えていこうというためにホーム

ページが立ち上がりましたので、冒頭

の趣旨部分をご案内します。

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

このホームページは、紫波町の歴史

文化を「読み解き、掘り起こし」、地

域の「魅力を発見し」、その情報を

「共有・発信」しながら、地域の活性

化を支援する開かれたサイトです。

紫波町には豊かな歴史文化遺産が数

多く残されています。かつて紫波町の

地は、蝦夷勢力の中心であったことか

ら、律令政府がすすめる東北開拓の最

後の拠点となった地域です。古くから

この地が北東北において地勢的に重要

な地であったことから、この地に樋爪

氏が比爪館を、斯波氏が高水寺城を造

営したのは、歴史的な必然ともいえま

す。このような歴史的な背景から、紫

波町の地は時代転換の画期にはたびた

び歴史の舞台に登場し、長い歴史の推

移を物語る歴史文化遺産が数多く残さ

れています。

地域の歴史文化を読み解き、掘り起

こします。地域の歴史文化の本質的な

価値を理解するためには、地域に暮ら

す人々の視点で、より豊かで多様かつ

具体的な地域の歴史像を再構築するこ

とが大切です。

紫波・五郎沼ネットは、地域に残さ

れている歴史文化や生活文化の実像を

掘り起こし、読み解きながら、地域の

活性化につなげる開かれたサイトです。

※「五郎沼通信」バックナンバーも見

れる予定になっています。また、地元

の宝探し協力隊も募集中とのことです。

「紫波五郎沼歴史ネット」ＵＲＬ

⇒ http://gorounuma.jp/

「紫波五郎沼歴史ネット」ホームページ公開！

てんぐ巣病の削除

徒長枝の削除

沼の中で一番弱っている
根っこ脇より育っていた幹
（肥料を入れたからか？）

大きくな
りすぎた東側

堤体付近の雑木

「紫波五郎沼歴史ネット」ホームページ



2018年1月21日に平泉関連史跡連携

協議会主催で新春フォーラムが開催

されました。

１部は鈴木氏（町教育委員会文化

財専門員）より「大銀Ⅱ遺跡発見報

告会」とし、箱清水地区の新し尿処

理場の工事に伴う27～28年の発掘調

査まとめと29年の新たな発掘結果の

話しをいただきました。２部は「も

う一つの平泉」～国指定史跡をめざ

して～のテーマで羽柴氏（県埋蔵文

化財センター）八重樫氏（平泉町ま

ちづくり推進課長・岩手大学准教

授）と鈴木氏とで行われました。

鈴木氏のお話しは、五郎沼通信で

も何回かお知らせをしてましたが、

大銀Ⅱ遺跡（し尿処理場付近）では

比爪館（赤石小学校付近）にはなく、

それもどちらかと言うと比爪館と比

較して位が高い方の可能性がある遺

跡が発見されましたので、益々重要

な地域と思われます。

２部のパネルデスカッションで羽

柴氏は、比爪に「国指定」になる価

値は十分にあると言われました。平

泉の遺跡も全て「国指定」ではない

ですが、世界遺産の第一歩は「国指

定」であり、その運動で世界遺産に

なった訳で、「文句なく比爪遺跡は

国指定にできる」と幾度となく話し

をされていました。

また、八重樫氏も「地方創生とは

地域の宝を磨くことであり、未来を

創ってく子供たちに我々世代は何を

残していけるのか？」と話され、平

泉では「我が故

郷には世界遺産

があるよ！」子

供たちが、胸を

張って言えるよ

うになってきま

した。そして、

現実的には、国

指定になればメ

リットとしては固定資産税等の税金

が免除になります（自治体には国か

ら相当額が配布になり自治体負担は

ない）が、デメリットもあります。

それは、自分の所有でも、勝手には

売り買いができなくなり、必ず国の

許可が必要になるとのことで自由さ

がなくなります。しかし････

「未来を創って行く子供たちに何

で自信を持たせるか？」の考え方で

「比爪館」には十分に備わっている

訳で、より具体的に進めることがで

きると考えられます。

五
郎
沼
が
築
堤
さ
れ
た
こ
ろ
・
比
爪
藤
原
氏
の
時
代
（
７
）

紫
波
町
の
経
塚

平
泉
で
は
町
の
中
心
に
あ
る
金

鶏
山
に
経
塚
が
あ
り
、
そ
の
周
辺

に
経
塚
が
存
在
し
ま
す
。
紫
波
町

に
も
五
郎
沼
の
経
塚
を
中
心
と
し

て
東
西
の
山
々
に
多
く
の
経
塚
が

存
在
し
ま
す
。
東
に
は
有
名
な
山

屋
の
経
塚
（
下
図
）
白
山
神
社
の

経
塚
が
あ
り
、
西
に
は
城
内
山

（
矢
巾
）
東
根
山
の
中
腹
、
弥
勒

地
、
新
山
神
社
、
大
瀬
川
（
花

卷
）
な
ど
に
経
塚
が
存
在
し
ま
す
。

ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
経
塚
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
紫
波
の
地
に

平
安
を
願
っ
て
多
く
の
経
塚
で
囲

み
、
極
楽
浄
土
に
し
よ
う
と
し
た

比
爪
藤
原
氏
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

（
石
幡
談
）

経
塚
と
は
？

経
典
を
主
体
に
埋
め
た
場
所
を

い
い
ま
す
。
営
造
は

10
世
紀
の
終

り
頃
、
日
本
で
始
ま
り
ま
す
。
仏

教
的
作
善
行
為
の
一
種
で
、
当
初

は
末
法
思
想
を
背
景
に
、
弥
勒
菩

薩
が
釈
迦
の
入
滅
後

56
億

７
千

万
年
し
て
下
生
し
、
竜
華
樹
の
下

で
説
法
す
る
と
き
に
そ
な
え
て
、

そ
れ
ま
で
経
典
を
伝
え
た
い
と
い

う
意
図
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
行
為
自
体
が

作
善
で
あ
り
、
現
世
利
益
、
極
楽

往
生
な
ど
一
般
的
功
徳
が
目
的
で

あ
り
ま
し
た
。
平
安
時
代
末
期
か

ら
追
善
供
養
も
加
わ
り
ま
し
た
。

埋
納
経
典
は
『
法
華
経
』
が
多
く
、

経
典
書
写
の
材
質
に
よ
り
、
紙
本

経
塚

(

紙
に
書
い
た
も
の
）
、
瓦

経
塚

(

粘
土
板
に
錐
な
ど
で
書
い

て
焼
い
た
も
の) 

、
銅
板
経
塚

(

銅
板
に
彫
っ
た
も
の) 

、
滑
石
経

塚

(

滑
石
に
刻
ん
だ
も
の) 

、
礫

石
経
塚

(

石
に
書
い
た
も
の)

、
貝

殻
経
塚

(

貝
殻
に
書
い
た
も
の) 

な
ど
に
分
け
て
い
ま
す
。
紙
本
経

塚
は
各
時
期
を
通
じ
て
最
も
多
く
、

礫
石
経
塚
は
江
戸
時
代
に
特
に
多

い
で
す
。
な
お
、
紙
本
経
は
通
常

経
筒
に
納
め
、
こ
れ
を
小
石
室
に

安
置
し
、
ほ
か
に
鏡
、
仏
具
、
利

器
、
銭
貨
な
ど
を
合
せ
納
め
て
土

盛
り
や
石
積
み
を
し
た
も
の
が
多

い
で
す
。
（
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大

百
科
事
典

小
項
目
事
典
の
解
説
）

県
立
博
物
館
が
平
成
26
年
に

「
比
爪

も
う
一
つ
の
平
泉
」

を
開
催
時
に
当
通
信
の
平
成
26

年
11
月
号
で
案
内
済
み
の
「
五

郎
沼
経
塚
」
に
関
連
し
て
再
度
、

石
幡
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

２号経塚状遺構
１号経塚状遺構

３号経塚状遺構

山屋館経塚検出の遺構概念図（Ｓ＝1/30）

４号経塚状遺構

五郎沼経塚の「経筒」とも推測される
素焼きの筒型土製品（左）と

「経瓶」と推測される須恵器系陶器壷
（紫波町教育委員会蔵）


